
モニタリングサイト 1000 ガンカモ類調査 

2023 年度ニュースレター 

カモ類の分布 

カモ類の多くはユーラシア大陸を繁殖地とし、越冬のために日本へ渡ってきます。日本の北部に多いガ

ンやハクチョウに比べてカモ類は全国で見られますが、分布パターンは種によって特徴があります。モニ

タリングサイト 1000と渡り鳥飛来状況調査を合わせた 2018/19～2022/23年平均値の分布図を使って、全

国的な分布をみてみましょう。 

ハシビロガモ 

大きなくちばしでプランクトンを濾し取って食べるハシビロガモ。秋と春の渡り時期は北海道でも見ら

れますが、冬期は本州以南で越冬していることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホシハジロ 

潜水して水底の無脊椎動物を食べているホシハジロは、ハシビロガモと異なり、渡り時期にも北海道で

数が増えません。日本への飛来は本州以南が中心になっています。 

 

 

 

 

 

  

秋期（9～11 月） 冬期（12～1 月） 秋期（2～5 月） 

秋期（9～11 月） 冬期（12～1 月） 秋期（2～5 月） 

ハシビロガモの雄 

ホシハジロの雄 



カワアイサ 

魚を食べるカワアイサは越冬期を通して北海道で個体数の多い種です。厳冬期の北海道は凍ってしまう

水域が多いのですが、カワアイサは冬でも凍らない湖沼や沿岸部に分布しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

コガモ 

理由は分かりませんが、コガモは渡り時期も厳冬期も、新潟県で多く記録されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カモ類の渡りルートや越冬地パターンは不明な部分が多いですが、モニタリング調査を継続することで

これらを明らかにする為の重要なデータが得られるかもしれません。調査が充実するように取り組んでま

いりますので、今後ともご協力をお願いいたします。 
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モニタリングサイト 1000 HP：https://www.biodic.go.jp/moni1000/  
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